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此度，Law & Practiceは発刊第 5号を迎えた。今号では，13名もの先生方，

並びに 4 名の学生諸君による 12本の労作を，400頁の大部に亘り集成する事が

出来た。先ずは，貴重な玉稿を寄せて下さった先生方・学生諸君に心より感謝

の意を表したい。 

 

第 5号の発刊に当り，改めて平成 19年の当誌創刊以来の歩みを思う。 

当編集委員会は平成 18年 1月の発足後，同年 6月にウェブサイトを先ず開設

し，その半年後，念願の雑誌第 1 号発刊にこぎつけた。創刊号の鎌田研究科長

（当時）からの祝辞にもある通り，雑誌の発刊を継続し一定の評価を得るには多

大な困難を伴う事が予想され，司法試験の合格に向けて多忙な毎日を送る法科

大学院生の学校生活に照らすと，当時の編集委員には相当な意欲と覚悟が求め

られた事が分かる。 

以来 4 年，当編集委員会は年に一度の発刊頻度を落とす事無く，着実な刊行

を継続した。そして，今こうして第 5 号を江湖に送るに当り，既刊の執筆者の

方々の御厚意，学内外の教授・実務家の先生方の御指導，当時の編集委員の諸

先輩の努力に感謝と尊敬の念を抱く事，頻りである。 

 

さて，本 5号においては，「理論と実務の架橋」という当誌創刊時以来の理念

に立脚しつつ，更に具体的には，以下の点を重視した。 

１．実務の観点を当該分野の第一線から伝える事。 

２．日本国内にとどまらず，広く海外の事例・判例も追う事。 

３．学生の抱く関心・問題意識について学生自らが探求した成果を示す事。 
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先ず，１．については，当研究科が発足当初より多彩な実務家教授陣（66名；

2011年 4月時点）や充実したエクスターンシップ制度（123受入機関；2010年度）を

誇る等，実務家との対話の方途が非常に広く開かれている事が出発点となった。

そして，法科大学院の提供する幅広い学修の機会を如何に深く掘り下げ活用す

るかを示す事は，当誌に期待される一つの役割であろう。 

次に，２．について。人や企業の活動領域が我が国内にとどまらない現代に

おいては，今後の法曹は海外の事例・判例にも通ずる事が必須と考えられるが，

我が国の法科大学院においては，日本法の学修が専らであり，外国法・外国判

例に接する機会は限られている。当誌がその様な不足を補う事は出来ないだろ

うかと考えた。 

最後に，３．については，法科大学院が，法知識を批判的に検討し発展させ

ていく創造的な思考力の涵養の場である事に鑑み，その自発的組織たらんとし

た当誌創刊の理念に立ち返るものである。本号では，隣接する研究科学生の参

加によりまた一段と議論の発展が促された事も特筆される。 

 

最後に，Law & Practiceの今後のあり方を考えてみたい。 

多様且つ多数の法曹を養成し，「法の支配」を一層実効あらしめるべく発足し

た我が国の法科大学院制度は，当初の設計の変更を余儀なくされ，法科大学院

生のあり方，延いては当編集委員会のあり方にも少なからぬ影響を及ぼした。

しかし，我が国の司法制度改革審議会意見書（平成 13年）において法科大学院の

教育理念として説かれた「豊かな人間性の涵養」，「創造的な思考力」，「法曹と

しての責任感や倫理観」等の価値は，この 10 年間些かも変わるものではなく，

その事を，我々は創刊以来 5 号連続刊行という形で示し続けて来た。それは日

本唯一の学生編集法律雑誌としての気概であり，又，当研究科の標榜する「挑

戦する法曹」を体現する学生団体という自負でもあった。法科大学院制度を取

り巻く状況が年々厳しくなる中，我々も活動のあり方を折に触れて再考し議論

したが，その結論を「時代の変化」の一語に収斂させるという方策は，当誌の

冠する「唯一」の称、これまで志して来た「挑戦」の態度とは相容れず，結局，

我々の採るところとはならなかった。 
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考えてみれば，法律家という職業自体，「法の支配」に奉仕する者として，時

には孤独な挑戦をも覚悟しなければならないのであるから，例えば「時代の変

化」を前にどの様に振る舞うかは，法科大学院生として自覚すべき根源的な問

とも言える。その問の意味を痛感し葛藤する事そのものが法科大学院生として

有意義な経験であるかも知れないが，我々は更に進んで，その葛藤の末の答を

これからも示し続けて行きたいと思う。 

読者におかれては，今号に対する忌憚ない御意見・御要望をお寄せ頂くと共

に，次号にも是非御期待頂きたい。 
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